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 要 旨   

目的：アルコール使用障害は、報酬処理と認知制御の基盤となる神経ネットワーク間の機能的

結合の障害と関連している。アルコール使用者の線条体、島皮質、前頭前皮質間の安静時機能

的結合の異常についてのエビデンスは存在するが、手がかり刺激提示時のものは存在しない。

本研究では、アルコール消費者の様々なサブグループを対象に手がかり刺激課題中の機能的結

合の変化を調査した。 

方法：96名の参加者（軽度から重度の社交的飲酒者、飲酒中の依存症患者から断酒中の依存症

患者）を対象とした。機能的磁気共鳴画像法による手がかり刺激パラダイムを用いて、アルコ

ール関連刺激と中性刺激を提示した。心理生理相互作用解析をおこなった。 

結果：(a)断酒中のアルコール依存症患者は、飲酒中のアルコール依存症患者と比較して、アル

コール関連刺激の提示時に中性刺激と比較して、腹側線条体と前部島皮質、前帯状皮質、背外

側前頭前皮質との間の機能的結合の増加を示した。 

(b)主観的渇望は、後島皮質と内側眼窩前頭前野との間の機能的結合の変化と正の相関を示し、

腹側線条体と前帯状皮質、背外側前頭前野、外側眼窩前頭前野との間の機能的結合の変化と負

の相関を示した。 

(c)アルコール使用の強迫性は、背外側前頭前野と腹側線条体、前部島皮質、後部島皮質との間

の機能的結合の変化と正の相関を示した。 

結論： 

この結果は、断酒中のアルコール依存症患者において、手がかり刺激処理に対する認知的制御

が増加し、高レベルの手がかり誘発性渇望と強迫性使用を代償していることを示唆する。 

 


